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H－IIAロケット地上試験機／射場システム試験計画書

　　　　　　　　　　一標準型地上試験機一

1．目　的

‘　■

　宇宙開発事業団は、静止2トン級の打上げ能力を持つ標準型のH－llAロケット試験

機1号機の打上げに先立ち、種子島宇宙センターにおいて、H－llAロケットの標準型

地上試験機と射場設備を組み合わせたrH－llAロケット地上試験機／射場システム試

験一標準型地上試験機一（以下、GTV－1という）」を実施する。

　この試験では、H－llAロケットの標準型地上試験機を用いて、射場設備との整合性

確認や射場整備作業の手順の確立を図ることを目的として、極低温点検やカウントダウ

ン作業を行うと共に、第1段推進系の機能・性能を確認することを目的として、地上に

おいて第1段を燃焼作動させる実機型タンクステージ燃焼試験を行う計画である。

2．試験実施機関

宇宙開発事業団

　理事長　内田勇夫

　　東京都港区浜松町2丁目4番1号

　　世界貿易センタービル

⊂　●
3．試験実施責任者

理　事　十亀英司

4．試験実施場所

宇宙開発事業団　種子島宇宙センター

　　鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永
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5．試験期間

　　GTV－1は、下記の期間、極低温点検（F－0）・カウントダウン作業（Y－0）

　・燃焼試験（T－0）等を実施する。

　　　＊平成11年4月～平成11年10月

　　　　　　ただし、H－Ilロケット8号機の組立整備や発射整備期間にあたる6月中旬

　　　　　から8月上旬までは試験を中断するものとし、8号機の打上げ後に試験を再開

　　　　　する。

6．試験実施体制

　　GTV－1は、第1図に示す試験隊を編成して実施する。
｛　●

7．試験の概要

　　GTV－1の概要は、次のとおりである。

　（1）射場整備作業

　　　　標準型H－IIAロケットの射場整備作業を実施し、ロケットと射場設備との整

　　　合性の確認及び作業手順の確認を行う。

　　　　　①機体の組立作業

　　　　　②機体の点検作業

　　　　　③衛星の搭載作業

　　　　　④カウントダウン作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　●

　　（2）特別点検

　　　　以下の特別点検を実施し、必要なデータを取得する。

　　　　　①全機振動試験

　　　　　②電気系特別計測

　　　　　③機構系作動点検

　　　　　④極低温点検

　　（3）燃焼試験

　　　　第1段タンクとLE－7Aエンジンを組み合わせた実機相当の第1段を使用し・

　　　約3回の燃焼試験を行い、第1段推進系の機能・性能の総合確認を行う。
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第1図　GTV－1試験隊の組織
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　　　　　技術工程係
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　　　　　設備整備係

　　　　　データ管理係

　　　　　ペイロード係

　　　　　液体推進系係

　　　　　固体推進系係

　　　　　構造分離系係

　　　　　誘導通信系係

射場安全主任

飛行解析班

射場安全班
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8．地上試験機の諸元および形状

　地上試験機（標準型）の主要諸元を第1表に、その形状を第2図に示す。

　なお、地上試験機のうち、固体ロケットブースタ（SRB－A）と固体補助ロケット

　（SSB）はダミーである。また、搭載する衛星もダミー衛星を使用する。

第1表　地上試験機（標準型）の主要諸元

項 目 諸　　元 備　　考

全 長 53m
直 径 4m
全備質量 290トン SSB非装着時

ダミー衛星含む

推進薬 液化酸素／液化水素
第 推進薬質量 101トン
1 推力 112トン 真空中

段 燃焼時間 一 最大100秒
全備質量 114トン
S 推進薬 コンクリート ダミー

R 推進薬質量 130トン 2本分
B 最大推力 一（注）

i 燃焼時間 一（注）

A 全備質量 151トン 2本分

推進薬 コンクリート ダミー

S 推進薬質量 13トン 1本分
S 最大推力 一（注）

B 燃焼時間 一（注）

全備質量 15トン 1本分

推進薬 液化酸素／液化水素
第 推進薬質量 1アトン
2 推力 一（注）

段 燃焼時間 一（注）

全備重量 20トン

フェア 直径 5m
リング 全長 12m

質量 2トン

（注）SRB－A・SSB・第2段は、燃焼作動しない
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第2図　地上試験機（標準型）の形状
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フェアリング

衛星（ダミー）

衛星分離部

第2段液体水素タンク

第2段液体酸素タンク
機器搭載部
ガスジェット装置

第2段エンジン

（LE－5B）

第1段液体酸素タンク

第1段液体水素タンク

固体ロケットブースタ

（SRB－A）

固体補助ブースタ

（SSB）

第1段エンジン

（LE－7A）
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9．射場設備の整備

　　H－llAロケットの射場設備は、標準型H－IlAの打上げと増強型H－llAの打上げ

　に対応するように順次整備される。

　　GTV－1で使用する主要な射場設備を第2表に、その配置を第3図に示す。

第2表　GTV－1で使用する主要射場設備

名　称 概　　要

整備組立棟（VAB） ＊H－llでは、ロケットの組立のみをVABで実施する

魔g－11Aでは、ロケットの組立・点検、衛星の搭載、最

I準備等、F－0やY－0の前日までの作業をVABで

ﾀ施する

魔fTV－1では、新設の第2年忌Bを使用する

移動発射台（ML） ＊H－Ilでは、レール上を走行するMしで、機体をVAB

ｩら射座点検塔に移動し、F－0やY－0当日のMLは

ｭ射固定台としての役割を果たす

魔g－llAでは、道路上を走行するMしで、機体を射座に

ﾚ動し、F－0やY－0当日のMLは、発射固定台の他

@に、機器の遠隔操作装置とアンビリカルマストの役割を

ﾊたす

魔fTV－1では、　H－ll用からH－llA用に改造した第

@1MLを使用する

射座（LP） ＊F－0／Y－0の当日に、Mしと結合して、推進薬・冷

p水・電気・空調ガス等を供給する

魔fTV－1では、従来のPST射座を使用する

ブロックハウス（BH） ＊H－llAロケットの遠隔操作を行う建屋

魔fTV－1では、　H－IIA用に新設したBHを使用する

一6一
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第3図　射場設備の配置
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10．安全の確保

　（1）全般

　　　試験の実施に係わる安全の確保については、安全に関する法令等によるほか、事

　　業団が定める「射圏安全管理規程」、危険物及び重要施設設備の取扱いに関する諸

　　規程およびrH－IlA　GTV－1に係わる地上安全計画」に従って実施する。

　（2）作業の安全

　　　作業は、関係規程および手順書等に従って実施し、作業の安全を確保する。

　（3）警戒区域の設定および運営管理

　　①警戒区域の設定

　　　　　推進薬充填時は、射点近傍に警戒区域を設定することとする。

　　　　　極低温点検時、カウントダウン時、燃焼試験時には、吉信射点を中心とする

　　　　半径1600m以内を警戒区域とする。

　　　　　警戒区域を第4図に示す。

　　②警戒区域の運営管理

　　　　　a）陸上の警戒

　　　　　　　射場の警戒については、NASDAにおいて警戒員を配置し、巡回等必

　　　　　　要な処置を講ずるとともに、種子島警察署等に協力を依頼する。

　　　　　b）海上の警戒

　　　　　　　海上警戒区域およびその周辺海域については、NASDAにおいて監視

　　　　　　員を配置するとともに、傭船による海上警戒を行い当該区域に立ち入らな

　　　　　　　いよう協力を依頼する。

　　　　　c）射場上空の警戒

　　　　　　　射場上空の航空機の航行安全については、運輸省大阪航空局鹿児島空港

　　　　　　事務所及び種子島空港出張所に連絡を行うとともに、ノータム発行等所要

　　　　　　の処置が講ぜられるよう協力を依頼する。

11．その他

関係機関等については、打上げ時に準じ必要な連絡を行う。

また、報道関係者には、安全に留意し取材の便宜を図る。
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第4図　推進薬充填時の警戒区域

非破壊試験棟
　　ノ

至広田

十

。

広田港

　　　　　　（
　　　　　　第2衛星試験棟
　　　　／
　　　衛星フェアリング組立棟

　　ノ

至茎永

北海上監視所

，　大崎発電所
　づ　　　　　　　　　　　

窃　緊ミ　　　　．●

　　，　　　　℃

　　　　　　　8　　　、

ロケット打上体験館

垂船防災監視所

　　種子島灯台

固体ロケット試験棟

　　吉信整備組立棟

　　　　吉信発射管制棟
、

吉信射座

b
o

半径1600m
上空1600m

b
一口

儲竹

　
　
　
繊

至

鮪醸竹

〈吉信射座位置〉

　　・北緯　30。23’50”

　　・東経130．58’47”

一9一



● ●

開発の目的 開発中

一　　一

一

；
N
I
P
P
o
飼

i
lピ

憶。コ

u

9
睦

，

多様なミッションへの対応、

や静止2トンから4トン相当の

　多様なペイロードに対応，

や将来，簡単な改修で更に大

　型のペイロードにも対応、

高効率化，低コスト化

や大幅な打上げ：コストの低減

や信頼姓の向上

や運用性の向上

隠19蕊謡＿∴＿低軌道：（t9画、、．畝』識．』、，

　　4　　　　　　静止トランスファー軌道（ton）

1川　腰回

幽
増
囲
瞬
聖

　　　　　　　　　　　　　　　増強型（212）　　　　標準型（202）

．　、：、’1．㌦49，臨＿，．」，＿…，一Jz…『二

　　　　　　4．1　　　　　　　　　　　　7．5
【煮」二三三三＿，＿月遷移三三：（i輩η）∴、：滋πτπ、！

　　2　　　　　　　火星遷移軌道（ton）

　H－ll

「
一
二磁ふ

　
‘晶慌

7
醐【
島

町タ
9
．
－
・

・
9
』
」
2

H－llA



　　　　　　　　　　・●

　　　　　　　　　曽，羅6…　≒．i，略順園．

　　　触繍…賭・縣営≒竺．，，，

　　」．汽　　’　　。　・，・

新ブロックハウス：

地下に新設
　　　　　．9

　　　　　　どの

角　騨ρ

r　　　　　　　　　　・・，　　　　　　　　・

，・、警

射
犠
瀞
　量　　．

鱒　　謹媛脚…一・

　卿

　　　・　「．9．’．

　　　　　　　喝
　　　　　　’　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　．

整備組立棟：

・2機同時整備

・衛星／フェアリング搭載）

頓

鞭
灘
．

し
　
　
　
㌘

μ
卸 新射座：

標準型及び増

強型の打上げ

6　　“

灘
…
．
　
・
、
璽
灘

　
　
　
　
　
　
r
執
夢
解
恥

　
　
　
，
　
　
　
．
響
・
塾
ッ

．
－
、
蕊
、
臨
榊
、
．
・
「
鄭

ゆも　　　フム
騨遷○・塁揮瀞、．

　　　　　∂

レ．1＼醜、』・．・

　三添
・一一．三、．

　　、　、、

，

桑鑑旛亜聖緻・碧犠1蜘：砂国

　　　　　　　　　　．・」

・γ ?﨟C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で

第3移動発射台：

アンビリカルマスト付き

・、・

㌦・・∴

　　　　　　　ヒコ
ー　購鍮、．
　　　　　　》磯灘

与　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モゴ　　
灘謙　磁灘鵜藍竪1醸麟懸熱．し響’噸

　　　　　　　　　　　・　　㍗　「
‘’w一廉・．，．．1　　　　　　　　』σ『覧　＾

　　　　　　　　　　・　　幽’◆朧鵜慰輪．＿　　　’

．譲i，　・，

コ　　お　
，．．糠．・

　　　’《：，

　：黛『i鋸Σ・・

　，鷺．

　　　　●・ρ　ヤ

射座点検塔：

H2A標準型及び
H2の打上げ

疑ノ／
弓6； @　　， 鱗：

唱6r一「一鹸

　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ロ
　サ 轣@　　　　ゑジぱ　ニ

’航「∴・

，

H－IAロケット吉信射場（完成予想図）
’∵～ゴξ～腿．

」
■

㍗
＆
　
、
鳶
6

傷　　　彊’迄鼓い菰、．1
覇



移動発射台

　　　●

射場の開発状況（99年5月現在）

新ブロックハウス
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H一皿A標準型地上試験機の組立状況（1／2） ～12日
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H－11A標準型地上試験機の組立状況（2／2） ～12日

4．固体ロケットブースタ（ダミ　）の取付け

験試　、査検検点5


